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防災・消防救

急体制の充実 

【消防団の活性化】 

 消防団員の増強（現状では 500 人程度）

 

【防災訓練の充実】 

 防災訓練の回数増（特に子ども、老人を対象とした訓練）

 訓練への参加促進（いも煮などと抱き合わせ）

 防災意識の向上を図る

 防災教育の促進

【避難施設・避難環境の充実】 

 避難タワーをはじめとする避難施設の整備（一次安全確保できる空間）

 津波災害発生に備えた既存幹線道路の拡幅化による避難道路の整備 ●

 高齢者避難バスの車両の確保やルート・順番などの仕組みを整備する ●

  

【防災関連施設の整備】 

 公共ゾーンにヘリポートを整備

 防災施設の集約化・拠点化を進める（公共ゾーン）

 

【防災体制の整備・充実】 

 大災害時の初動能勢確立及び情報共有

 消防広域化による消防力の充実（亘理消防本部）

 災害時の通信・連絡を強化する（FM あおぞらの活用）

 

【治山対策等】 

 吉田西部土砂災害対策（土取場が危険） ●

 山林火災対策（万一に備えて）

 

交通安全・防

犯の推進 

【交通安全のための施設整備】 

 通学路の整備

 歩道の整備（特に旧 6 号沿い） ●

 自転車道と歩道の区別

 

【防犯施設の整備】 

 防犯カメラの設置 ● ●

 防犯灯のＬＥＤ化を進める ●

 

【交通安全・防犯推進体制の整備】 

 交通安全・防犯団体の再構築（安全安心を根付かせるための仕組みと支

える人の整備が必要）

 交通安全指導の徹底

 自転車の安全教育を徹底（イベント等をきっかけに広く周知する機会を増

やす）

 

※ …他の部会と重複している内容

キャッチフレーズ 

「絆を深める⾃治づくり」

【町（行政）】 

・活動できる場を作る 

・活動支援（人・物・金） 

【まちづくり協議会・地区】

・人を集める仕組みを作る 

（イベント等を通じて） 

・指導者や人材の育成 

【町民（住民）】 

・健康であること 

・意識を高める 

（楽しむ、参加する）

＜自治を進める・維持するための役割＞ 

第 3 回専門部会の検討結果 

総務部会（２） …… 
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環境・景観形成 

【エネルギー対策】 

 メガソーラーの整備

 

【 自然の保全と新たな魅力づくり 】 

 荒浜の堤防沿いや港にまとまった量の桜を植樹する（新たな観光資源） ●

 「いぐね」については保全していくべき

 亘理の里山をもっと活用すべき（日本でも珍しい亘理地塁山地）

国際交流・ 

地域間交流・ 

地区内交流の推進 

【推進方策の検討】 

 地区外専門家の意見を聞く場の設置

 

【国際交流】 

 亘理町内には外国人が比較的多くいるが、町民との交流は少ない

 警察の音楽隊によるコンサートを復活させ、それを通じて外国人の方と町

民との交流を図る

 スポーツを通じて国際交流を促進する

【地区内交流】 

 地区にある公会堂が交流の拠点となっているため、将来的にも維持して

いくことが必要（亘理・荒浜地区以外）

  

ま
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行財政 

【適正な行政区単位と財政規模の見直し】 

 行政区の規模を見直すべき（小さな行政区の統合・合併を進める）

 財政は厳しくても必要な施設については整備すべき（役場庁舎等）

  

情報化 

【情報発信基盤の充実】 

 ＦＭあおぞらの存続（防災無線でカバーできないエリアの補完として必要

である他、警察・消防情報の発信元として重要な手段であるため）
●

 

分類が難しい 
 高齢化社会に対応する高齢者の育成（高齢者による経済活性）

他の専門部会 

との調整 

 （道路・交通？）町道側溝の整備

 （道路・交通？）JR 電車本数の増加

 （コミュニティ形成？）近所付き合いの活発化（今は少ない）

 （コミュニティ形成？）各種団体役員希望者増（若い人の参画が必要）

 （公園？）住宅集中地域への小規模な広場整備（外を眺めながら休む）

 （公園？）身近な広場や公園を整備することで住みやすさの向上

 ごみの不法投棄が問題

 空き家・空き地が増えてきている

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （防災？）地震の時の避難所の整備（災害弱者）

 （防災？）逃げ道を作る 片側 2 車線

 （国際交流？）町在住者（外国人）との交流（地域ごとに）

 （国際交流？）はぁーとハート亘理国際センター”Heart to Heart”

Watari International Center をつくりたい

 （交通安全？）通学路の整備充実

 地区で人を呼ぶためにはイベントなどのきっかけが必要（集まりやすい目的、

何らかの報酬やメリットがないとなかなか人は集まらない）

 人が集まるための場（拠点）が必要（集会室や自然の多い庭など）

 家に閉じこもって外に出てこない人が多いため、外に出てもらうための仕掛け

が必要（散歩コースの整備）

 自治を進めるための指導者・人材育成（担い手）が必要

 まちが生き生きするための基盤づくり（人づくり）が必要

 公民館活動をまちづくり協議会に移管して自治を促進すべき

自治を進める上で

の課題 


